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グリーフサポートやまぐち
活 動 紹 介

1

自助グループ「グリーフサポートやまぐち」代表
「生命のメッセージ展」運営の「NPO法人いのち
のミュージアム」事務局
NPO法人市民活動さぽーとねっと副代表理事
防府市市民活動支援センター センター⾧
ドットスタイル相談員

きょうい かずこ

京井 和子

TEL：090-7549-6127
E-mail：griefyamaguchi@gmail.com
Facebook
http://www.facebook.com/griefsupportyamaguchi/
HP：Https://griefyamaguchi.amebaowmd.com/
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２０００年7月4歳の娘を、酒気帯び運転の事故で亡くす。

「全国交通事故被害者遺族の会」と出会い、当時は県内で相談窓口がなかった

ので、自身で自助グループを立ちあげ、山口被害者支援センター退職後

「グリーフサポートやまぐち」に名称変更、犯罪被害者以外も対応し現在に至る。

JADP認定 メンタル心理・上級心理カウンセラー取得

当事者サポート業務、講演等と様々な要因でのグリーフを抱えた方々の相談を

行っている。

・ 金融庁 自動車損害賠償責任保険審議会 委員

・ 国土交通省 今後の自動車損害賠償制度のあり方に係る懇談会 委員

・ 一般社団法人日本損害保険協会 自賠責運用益使途選定委員会 委員

・ 山口県犯罪被害者等支援施策評価委員会

・ 山口県子ども食堂支援センター 地区推進コーディネーター

・ 幸せます防府市子ども食堂ネットワーク協議会 副会⾧

・ 防府市家庭教育支援チーム

・ 参画及び協働の推進に関する協議会・国民保護協議会

・ 防府市駅北公有地活用委員会・社会教育生涯学習推進委員会
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グリーグサポートやまぐちは

事故、事件、病気、自死などにより大切な人だけでは

なく、大切な何かを失った喪失体験からくる悲しみや苦

しさ、怒り、無気力感など誰もが抱えるグリーフ（様々

な感情）を抱える大人や子ども達が地域の中で孤立せず

に集える「安心、安全な人と場づくり」をしています。
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大切な人を失ったとき・・・

悲しい

不安

苦しい

誰にも会い
たくない

イライラ
する涙が止ま

らない

何もした
くない…

眠れない
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グリーフ（Grief）
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喪失体験に
伴う様々な情緒的感情

誰かに話しを
聞いてほしい

これからの生活が
不安…

どこに相談したら
いいの？

同じ体験を
した人に
話しを

聞きたい

私おかしく
なっちゃっ

たの？
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◇電話相談(随時)
◇面接相談(要予約 )

◇グリーフサポーター養成講座開講
◇セルフケア・スキルアップ研修
◇講演会、シンポジウムの企画、

開催、講師派遣
◇ネットワーク構築会議（多職種連携会議）

広 報 啓 発
研 修 事 業

相談事業

サポート事業

◇子ども・大人のつどい
◇当事者の生活支援

交通事故死亡事件 ２０件

交通事故 ５件

殺人・ＤＶ ４件

傷害 ２件

自死（パワハラ・いじめ等） ５件

病死 ３１件

その他（子ども・保護者等の相談） ５５件
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相談事業・裁判支援事案
(2022.4~2023.3)
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独立行政法人
自動車事故対策機構（ナスバ）

人と車の共存を理念として、自動車
事故の発生防止と被害者支援を行う
自動車事故対策の専門機関

（交通事故被害者の治療
介護・相談の支援業務）

～相談支援実施団体の選定・公表～
国土交通省 2023.6.30発表

自動車局保障制度参事官室

自動車事故被害者･遺族団体による
相談支援事業を７月１日より開始します

令和５年７月１日（土）～
令和６年３月３１日（日）

相談支援実施団体に選定された団体 （9団体）

広島主管：遺族グリーフサポートやまぐち
TEL：050-3149-4043 月～日 9:00～18:00 19:00～22:00

国土交通省のホームページ内（以下アドレス）にも選定団体一覧を掲載
（ https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidoshajiko.html ）

人材育成事業 グリーフサポーター養成講座(防府・下関)

2022年度
グリーフサポートやまぐち活動
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今年度
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広報啓発・研修事業
◇グリーフサポーター養成講座開講
◇セルフケア・スキルアップ研修
◇講演会、シンポジウムの企画、

開催、講師派遣
◇ネットワーク構築会議（多職種連携会議）
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講座・運営会議等の開催・参加、
スキルアップ研修（ハイブリット開催）

YouTubeにアップしました。
https://youtu.be/R-bUNBga9hA



7

13

子どもグリーフは
まだ全国に28か所
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2016年7月31日
山口初 子どものつどい
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生命のメッセージ展

飲酒運転などの交通犯罪・事件・事故・いじめ・
医療過誤・一気飲ませなどで、 理不尽に生命を奪われた
犠牲者が主役のアート展。
犠牲者一人ひとりの等身大のパネルは
メッセンジャーと呼ばれ、
胸元には本人 の写真と家族の
言葉を貼り、足下には「生きた証」
である靴を置いて、命の大切さを
訴えています。
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１４３命
（交通事案 ８５％）

本開催 １５２回

山口県立大学にて
６月・７月 毎週月曜日(2013年～)

SW 演習Ⅱ プログラム企画演習展開案（Ver.1）
「喪失を体験した人・被害者等への支援について考える]

2023年 SW演習 社会福祉科2年16人

被害者支援等を
考える勉強会

8月～9月開催
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華月祭 2023年11月4日(土)・5日(日)
【生命のメッセージ展】 開催

３３０人来場

山口県犯罪被害者支援団体活動費

協力をお願いしたいのは…
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多様なつながり

グリサポ
やまぐち

看護師

ｓｗ

市社協

コネク
ト・ワン

フード
バンク

ドット・
スタイル

コミュニ
ティフ
リッジ

市民活
動団体

弁護士

大学

行政書士

地域包括行政

子育て
団体

SAFER
アソシエ

イト

企業

CAP

海北園

カウンセ
ラー

•孤立化を防ぐ
•生活を支える社会保障・社会資源への橋渡し
•支えるもの同士のつながりの場
•批判せず、お互いを認め合う
•誰かと一緒に居ながらも「自分自身」でいられる場所

こんな地域ならいいなぁ
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ご案内

お問合せ先

TEL：090-7549-6127
E-mail：griefyamaguchi@gmail.com
Facebook
http://www.facebook.com/griefsupportyamaguchi/
HP：Https://griefyamaguchi.amebaowmd.com/
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